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小
売
・
発
電
の
全
面
自
由
化
な
ど
の
電
力

シ
ス
テ
ム
改
革
に
伴
い
、
ス
ト
規
制
法
の
電

気
事
業
に
関
係
す
る
規
定
内
容
の
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
労
働
政
策
審

議
会
の
「
電
気
事
業
及
び
石
炭
鉱
業
に
お
け

る
争
議
行
為
の
方
法
の
規
制
に
関
す
る
法
律

の
在
り
方
に
関
す
る
部
会
」（
部
会
長
＝
勝
悦

子
・
明
治
大
学
副
学
長
）
は
二
月
二
日
、
報

告
を
ま
と
め
た
。
電
気
事
業
に
従
事
す
る
者

な
ど
が
争
議
行
為
と
し
て
、
停
電
さ
せ
た
り
、

電
気
の
供
給
を
停
止
さ
せ
る
こ
と
を
禁
止
し

て
い
る
ス
ト
規
制
法
に
つ
い
て
、
部
会
の
労

働
者
代
表
委
員
は
、
同
法
が
電
気
事
業
の
労

働
者
の
憲
法
上
の
労
働
基
本
権
を
制
約
し
て

い
る
な
ど
と
し
て
廃
止
を
主
張
し
た
が
、
報

告
は
、
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
進
展
と
影
響

が
不
透
明
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
て
、

「
現
時
点
で
は
存
続
す
る
こ
と
で
や
む
を
得

な
い
」
と
の
結
論
を
く
だ
し
た
。
一
方
、
禁

止
し
て
い
る
争
議
行
為
の
行
政
に
よ
る
解
釈

通
知
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
見
直
し
を
行
う

べ
き
だ
と
し
て
い
る
。

□　
　
　
　

□　
　
　
　

□

　

わ
が
国
で
は
、
団
結
権
、
団
体
交
渉
権
、

団
体
行
動
権
（
争
議
権
）
の
労
働
三
権
が
憲

法
に
よ
り
保
障
さ
れ
て
い
る
が
、
民
間
労
働

者
で
も
、
争
議
行
為
の
う
ち
「
正
当
で
な
い

争
議
行
為
」
に
つ
い
て
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
る
場
合
が
あ
る
。

　

そ
の
一
つ
が
、
電
気
事
業
と
石
炭
鉱
業
に

か
か
る
、
い
わ
ゆ
る
ス
ト
規
制
法
（
正
式
な

法
律
名
は
「
電
気
事
業
及
び
石
炭
鉱
業
に
お

け
る
争
議
行
為
の
方
法
の
規
制
に
関
す
る
法

律
」）
で
、
電
気
事
業
関
係
で
は
、
電
気
事

業
の
事
業
主
ま
た
は
電
気
事
業
に
従
事
す
る

者
が
争
議
行
為
と
し
て
、
ス
イ
ッ
チ
オ
フ
等

で
停
電
さ
せ
た
り
、
電
気
の
供
給
を
停
止
さ

せ
た
り
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。

電
産
ス
ト
の
停
電
で
国
民
に
多
大
な

影
響

　

同
法
が
つ
く
ら
れ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た

の
は
、
一
九
五
二
年
（
昭
和
二
七
年
）
な
ど

に
行
わ
れ
た
産
別
単
一
組
織
で
あ
る
電
産

（
日
本
電
気
産
業
労
働
組
合
）
に
よ
る
ス
ト

ラ
イ
キ
。
当
時
、
全
国
の
配
電
会
社
と
発
送

会
社
を
組
織
化
し
て
い
た
電
産
は
、
五
二
年

の
賃
金
闘
争
で
、
長
期
に
お
よ
ぶ
電
源
ス
ト

（
停
電
ス
ト
）
を
実
施
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、

国
民
経
済
や
日
常
の
生
活
に
大
き
な
影
響
が

お
よ
ん
だ
と
し
て
、
翌
五
三
年
（
昭
和
二
八

年
）
に
ス
ト
規
制
法
が
制
定
さ
れ
、
国
民
経

済
や
国
民
生
活
に
多
大
な
支
障
を
生
じ
さ
せ

な
い
よ
う
に
す
る
と
の
観
点
か
ら
、「
正
当
で

な
い
争
議
行
為
」
の
範
囲
が
明
確
に
さ
れ
る

と
と
も
に
、
同
行
為
が
禁
じ
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

な
お
、
電
産
は
五
二
年
の
ス
ト
を
契
機
に
、

組
合
員
か
ら
の
批
判
な
ど
も
あ
り
脱
退
が
相

次
ぎ
、
脱
退
し
た
組
合
員
ら
で
五
四
年
、
電

力
労
連
を
結
成
。
電
力
労
連
が
い
く
つ
か
の

組
織
再
編
を
経
て
誕
生
し
た
の
が
現
在
の
電

力
総
連
（
一
九
八
一
年
結
成
）
と
な
っ
て
い

る
。

　

電
力
総
連
で
は
原
則
と
し
て
毎
年
、
ス
ト

権
を
確
立
し
て
春
季
生
活
闘
争
を
行
っ
て
い

る
も
の
の
、
直
近
で
ス
ト
が
実
施
さ
れ
た
の

は
八
二
年
（
昭
和
五
七
年
）
で
、
三
〇
年
以

上
の
間
、
ス
ト
の
実
績
は
な
い
。

改
正
電
気
事
業
法
の
附
帯
決
議
の
要
請

　

今
回
、
労
政
審
の
部
会
で
ス
ト
規
制
法
の

今
後
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
た
の
は
、
政
府

に
お
い
て
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
検
討
・
実

施
が
継
続
し
て
進
め
ら
れ
て
お
り
、
電
気
の

小
売
業
へ
の
参
入
の
全
面
自
由
化
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
「
改
正
電
気
事
業
法
」
が
二
〇
一

四
年
の
通
常
国
会
で
成
立
し
た
際
に
、
衆
参

両
院
の
委
員
会
に
お
け
る
附
帯
決
議
の
な
か

で
、
有
識
者
や
関
係
者
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
ス
ト
規
制
法
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
た
め
だ
。

　

現
在
、
電
気
小
売
が
自
由
化
さ
れ
て
い
る

の
は
電
力
量
全
体
の
約
六
〇
％
で
、
約
四

〇
％
は
電
力
会
社
な
ど
の
「
一
般
電
気
事
業

者
」
が
独
占
的
に
供
給
し
て
い
る
。
改
正
に

よ
り
、
こ
れ
が
全
面
自
由
化
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
改
正
に
よ
り
、
電
力
会
社
な
ど
と

新
規
参
入
事
業
者
を
区
分
し
て
い
た
「
一
般

電
気
事
業
」
と
「
特
定
規
模
電
気
事
業
」
と

い
う
電
気
事
業
類
型
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
改
革
後
は
「
発
電
事
業
者
」「
送
配
電

事
業
者
」「
小
売
電
気
事
業
者
」
の
よ
う
に
事

業
の
特
性
に
応
じ
て
参
入
規
制
を
課
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
現
行
は
一
般
電
気
事
業
者
が
大

部
分
を
担
っ
て
い
る
送
配
電
事
業
に
つ
い
て
、

中
立
化
が
促
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
既
存
の

電
力
会
社
が
運
用
し
て
い
る
送
配
電
網
を
、

新
規
参
入
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
会

社
な
ど
が
公
平
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

改
正
法
は
二
〇
一
六
年
の
施
行
が
予
定
さ
れ

て
い
る

　

た
だ
、
こ
う
し
た
改
革
に
対
し
て
、
労
使

関
係
の
観
点
か
ら
は
、「
発
電
部
門
に
様
々
な

事
業
者
が
参
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働

環
境
が
不
安
定
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」「
法

的
分
離
後
に
ど
こ
の
会
社
に
労
働
組
合
が
で

き
、
ど
の
よ
う
に
組
織
化
さ
れ
て
い
く
の
か
。

今
後
に
向
け
て
不
安
な
と
こ
ろ
が
あ
る
」（
と

も
に
、
部
会
の
公
益
委
員
の
意
見
）
と
の
見

方
が
あ
る
。

規
制
法
は
正
当
で
な
い
争
議
防
止
が

主
眼

　

今
回
の
部
会
の
検
討
で
は
、
最
終
的
に
、

①
労
働
基
本
権
の
保
障
と
ス
ト
規
制
法
の
関

係
の
整
理
②
電
気
の
安
定
供
給
と
特
殊
性
③

電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
影
響
―
―
と
い
う
三

つ
の
観
点
を
柱
に
し
て
議
論
し
、
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
結
論
を
出
し
た
。

　

最
終
報
告
の
中
身
を
み
て
い
く
と
、
労
働

基
本
権
の
保
障
と
ス
ト
規
制
法
の
関
係
の
整

理
に
つ
い
て
は
、「
憲
法
第
二
八
条
は
、
労
使

間
の
対
等
な
交
渉
を
促
進
す
る
た
め
に
、
労

働
者
に
団
結
権
・
団
体
交
渉
権
・
団
体
行
動

権
（
争
議
権
）
を
保
障
し
て
い
る
。
こ
の
う

ち
争
議
権
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
争
議
行
為

に
保
障
が
及
ぶ
わ
け
で
は
な
く
、
主
体
・
目

ト
ピ
ッ
ク
ス

ス
ト
規
制
法

2

電
気
事
業
に
関
係
す
る
規
定
内
容
の
今
後
の
在
り
方
を
提
言
―
―
労
政
審
部
会
報
告
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的
・
態
様
（
方
法
）
等
の
観
点
か
ら
、
正
当

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
の
み
、
保
障
が
及
ぶ

も
の
と
さ
れ
て
い
る
」
と
し
た
う
え
で
、「
ス

ト
規
制
法
は
、
電
気
事
業
等
に
お
い
て
争
議

権
の
保
障
が
及
ば
な
い
『
正
当
で
な
い
争
議

行
為
』
の
方
法
の
一
部
を
明
文
で
禁
止
し
た

も
の
と
さ
れ
て
い
る
」
と
、
そ
の
位
置
づ
け

を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
。

　

公
益
事
業
で
争
議
行
為
に
よ
っ
て
国
民
経

済
に
多
大
な
支
障
が
生
じ
る
と
き
に
内
閣
総

理
大
臣
が
決
定
で
き
る
労
働
関
係
調
整
法
に

お
け
る
緊
急
調
整
と
ス
ト
規
制
法
と
の
関
係

に
つ
い
て
も
言
及
。「
い
ず
れ
も
国
民
生
活

等
へ
の
影
響
に
鑑
み
て
争
議
行
為
を
制
限
す

る
点
で
共
通
」
す
る
と
し
な
が
ら
、
ス
ト
規

制
法
は
正
当
で
な
い
争
議
行
為
の
防
止
を
主

眼
と
す
る
も
の
だ
と
し
、
緊
急
調
整
は
正
当

な
争
議
行
為
も
含
め
て
一
定
期
間
禁
止
し
、

労
働
争
議
の
調
整
・
解
決
を
狙
い
と
す
る
点

で
異
な
る
と
記
述
し
、
二
つ
の
法
律
の
違
い

を
整
理
し
た
。

争
議
可
能
性
の
高
ま
り
に
は
強
い
不
安

　

二
番
目
の
議
論
の
柱
で
あ
る
電
気
の
安
定

供
給
と
特
殊
性
（
電
気
事
業
の
置
か
れ
た
状

況
）
に
関
し
て
は
、
ス
ト
規
制
法
の
制
定
時

と
比
較
し
て
、
今
日
で
は
「
電
気
は
、
常
時

不
可
欠
で
代
替
不
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」

と
な
っ
た
と
主
張
し
、「
停
電
等
が
消
費
者
や

需
要
者
に
与
え
る
損
害
は
計
り
知
れ
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。

　

一
方
で
、
電
気
事
業
に
携
わ
る
労
使
は
安

定
供
給
へ
の
使
命
感
を
持
っ
て
事
業
を
推
進

し
て
お
り
、
ま
た
、
積
極
的
な
設
備
投
資
な

ど
に
よ
っ
て
電
気
供
給
の
安
定
性
は
「
飛
躍

的
に
向
上
し
て
い
る
」
と
指
摘
。
し
か
し
、

東
日
本
大
震
災
後
に
計
画
停
電
等
を
経
験
し

た
直
後
で
あ
る
国
民
の
立
場
か
ら
す
る
と
、

「
争
議
行
為
に
よ
る
停
電
発
生
の
可
能
性
が

増
す
こ
と
に
対
し
て
は
、
強
い
不
安
の
念
が

示
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
の
見
方
を

示
し
た
。

労
使
関
係
は
安
定
だ
が
今
後
は
不
透
明

　

三
つ
目
の
議
論
の
柱
で
あ
る
電
力
シ
ス
テ

ム
改
革
の
影
響
と
い
う
観
点
で
は
、
①
電
気

事
業
者
間
の
競
争
環
境
②
電
気
事
業
に
お
け

る
労
使
関
係
③
電
気
事
業
の
業
務
―
―
の
三

点
か
ら
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
し
、
ま

ず
、
電
気
事
業
者
間
の
競
争
環
境
に
つ
い
て
、

改
革
後
は
ス
ト
規
制
法
の
対
象
と
な
る
発
電

事
業
者
を
機
動
的
に
定
め
る
仕
組
み
と
な
る

も
の
の
、「
競
争
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
可
能

性
も
あ
り
、
現
状
で
見
通
し
を
立
て
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
た
。

　

次
に
電
気
事
業
に
お
け
る
労
使
関
係
に
つ

い
て
は
、「
現
状
、
労
使
と
も
に
『
安
定
・
成

熟
し
て
い
る
』
と
い
う
認
識
で
一
致
し
て
い

る
」
と
し
た
が
、
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
に
よ

る
自
由
化
後
や
送
配
電
部
門
の
法
的
分
離
後

に
つ
い
て
は
、「
現
在
の
よ
う
な
安
定
し
た
労

使
関
係
が
保
た
れ
る
か
不
安
が
あ
る
と
懸
念

す
る
意
見
も
あ
り
、
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
が

労
使
関
係
に
与
え
る
影
響
は
不
透
明
」
と
し

た
。

　

最
後
の
電
気
事
業
の
業
務
に
つ
い
て
は
、

争
議
行
為
時
に
非
組
合
員
に
よ
っ
て
代
替
で

き
る
か
否
か
に
つ
い
て
言
及
。
同
テ
ー
マ
に

つ
い
て
は
、
部
会
で
の
議
論
の
際
に
「
短
い

期
間
で
あ
れ
ば
、
非
組
合
員
で
十
分
に
対
応

可
能
」
と
す
る
労
働
者
代
表
委
員
と
、「
機
械

化
等
で
置
き
換
え
が
で
き
な
い
業
務
に
は
、

一
定
の
知
識
、
技
能
、
経
験
等
が
必
要
で
あ

り
、
非
熟
練
労
働
者
で
は
容
易
に
は
代
替
で

き
な
い
」
と
す
る
使
用
者
代
表
委
員
と
で
意

見
が
対
立
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
状
況
を
反

映
し
て
報
告
も
「
労
使
の
間
で
見
解
が
一
致

し
な
い
」
と
記
述
し
た
。

　

た
だ
、
今
後
の
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
に

よ
っ
て
、
発
電
・
送
電
・
変
電
・
配
電
の
法

的
分
離
が
実
現
し
た
場
合
に
は
、
事
業
間
で

組
織
の
「
壁
」
が
で
き
、
現
場
労
働
者
の
知

識
・
経
験
が
一
層
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ

る
と
も
言
及
し
て
、「
現
時
点
で
非
組
合
員
に

よ
る
代
替
が
可
能
と
判
断
す
る
の
は
困
難
」

と
の
見
解
を
示
し
た
。

労
働
側
の
反
対
意
見
を
付
記

　

こ
れ
ら
の
考
え
方
の
整
理
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
ス
ト
規
制
法
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
報
告
は
、
ま
ず
、「
ス
ト
規
制
法
に
つ
い
て
、

現
時
点
で
は
存
続
す
る
こ
と
で
や
む
を
得
な

い
」
と
主
張
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
①
電

力
需
給
が
逼
迫
し
、
供
給
へ
の
不
安
が
残
っ

て
い
る
こ
と
②
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
進
展

と
影
響
は
不
透
明
で
あ
る
こ
と
―
―
の
二
点

を
あ
げ
た
。

　

た
だ
、
部
会
の
議
論
で
、
労
働
者
代
表
委

員
が
「
ス
ト
規
制
法
を
廃
止
し
て
電
力
労
働

者
の
労
働
基
本
権
を
回
復
す
る
べ
き
」「
電
気

事
業
に
限
っ
て
『
電
気
の
正
常
な
供
給
に
直

接
に
障
害
を
生
ぜ
し
め
る
行
為
を
し
て
は
な

ら
な
い
』
と
し
て
、
特
別
法
に
よ
っ
て
正
当

性
が
否
定
さ
れ
、
争
議
権
が
制
約
さ
れ
る
理

由
が
理
解
で
き
な
い
」
な
ど
と
意
見
し
た
こ

と
に
配
慮
し
、
報
告
は
、
労
働
者
代
表
委
員

か
ら
「
同
法
は
廃
止
す
べ
き
と
の
意
見
が

あ
っ
た
」
こ
と
を
付
け
加
え
て
明
記
し
た
。

　

ま
た
、
報
告
は
、「
電
気
事
業
の
事
業
主
又

は
電
気
事
業
に
従
事
す
る
者
は
、
争
議
行
為

と
し
て
、
電
気
の
正
常
な
供
給
を
停
止
す
る

行
為
そ
の
他
電
気
の
正
常
な
供
給
に
直
接
に

障
害
を
生
ぜ
し
め
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
規
定
す
る
ス
ト
規
制
法
の
第
二
条
に

関
す
る
解
釈
通
知
（
一
九
五
三
年
・
労
働
次

官
通
知
）
に
つ
い
て
、
現
在
の
電
気
事
業
の

状
況
や
、
今
後
の
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
等
に

伴
い
業
務
内
容
の
変
化
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

を
踏
ま
え
て「
必
要
な
見
直
し
を
行
う
べ
き
」

と
提
言
し
た
。

　

部
会
の
議
論
の
な
か
で
、
解
釈
通
知
が
示

さ
れ
る
こ
と
で
、「
本
来
正
当
な
争
議
行
為
ま

で
正
当
で
な
い
争
議
行
為
と
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」「
現
在
は
、
中
央
給
電
司
令
所

も
ほ
ぼ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
制
御
さ
れ
、
い

く
ら
人
を
確
保
し
て
も
、
通
信
網
が
遮
断
さ

れ
れ
ば
制
御
が
利
か
な
い
。
今
の
時
代
に

合
っ
た
法
整
備
が
必
要
」（
と
も
に
、
労
働
者

代
表
委
員
）
と
の
意
見
が
あ
り
、
公
益
代
表

委
員
か
ら
も
「
普
通
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
し
た

結
果
と
し
て
電
力
の
供
給
が
阻
害
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
常
に
『
正
当
で
な
い
』
か
ど
う

か
は
、
議
論
の
余
地
が
あ
る
」
と
の
意
見
が

あ
っ
た
こ
と
に
も
配
慮
し
た
形
だ
。

　

報
告
は
ま
た
、
ス
ト
規
制
法
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
進
展
の
状

況
と
そ
の
影
響
を
十
分
に
検
証
し
た
う
え
で

「
今
後
、
再
検
討
す
る
べ
き
」
だ
と
主
張
し

た
。

　

ス
ト
規
制
法
の
廃
止
を
求
め
て
き
た
連
合

の
神
津
里
季
生
事
務
局
長
は
二
月
二
日
に
談

話
を
発
表
。
最
終
報
告
に
対
し
、「
こ
う
し
た

結
論
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
」
と

強
調
し
、「
憲
法
二
八
条
に
定
め
る
生
存
権
的

基
本
権
た
る
労
働
基
本
権
は
、
全
て
の
勤
労

者
に
等
し
く
保
障
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
」
と
し
て
、
引
き
続
き
廃
止
を

求
め
て
い
く
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）


